
＜糸碕神社＞「長井の浦」と呼ばれる風待ちの浦として万葉集にも詠まれており，境内の東側には貢井（みつぎい）または御調井と呼ばれる井戸があり，

社伝によれば神功（じんぐう）皇后が長井の浦に船を繋ぎこの井戸の水を求めたことにちなんでその水を長井の水と称し，その土地を

長井の浦と称すと伝えられています。神功皇后が軍船をつないだという「船つぎの松」の記念碑が残っています。長井の浦は井戸崎（いどさき）

ともいい，現地名の糸崎（いとさき）の由来とされています。また、かつての御調郡も当社の御調井が発祥であるといわれています。
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